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｢ 贈る言葉 ｣ 

カーペンターズのＢＧＭが流れるスクールバス発車５分前、１日の学習を終えた子どもたちの下校

風景。バスに乗り込む子どももいますが、多くの子どもたちが玄関周辺に所狭しと待機している放課

後等デイサービスなどの送迎車にそれぞれ駆け込んで行きます。 

 開校当時、“支援費制度”のもと小学部児童には｢児童デイサービス｣がありましたが、中学部・高等

部生徒の放課後の活動の場として｢中高生タイムケア事業」が開始されたのは開校してからのことでし

た。当初は、各教室で｢さよなら｣をした生徒が、下校時刻に合わせて来校されたスタッフの方が待つ

プレイルームＡに集まり、夕方まで校内で活動した後に各家庭に送ってもらう、という形で始まった

ように記憶しています。まだ事業所は１か所だけで、事業開始からしばらくして校外に活動場所が整

備され、スクールバスと同じ時刻に送迎車を利用して子どもたちが下校・移動する、という現在に近

いスタイルになりました。 

 ｢家庭環境の変化・多様化｣｢働き手の不足｣…大人社会の事情が変容する中で、すべての意味まで理

解できないまでも、子どもなりにその状況を受け止め、慣れや我慢も覚えて対応しながら、置かれた

環境で毎日懸命に学び、暮らし、伸びようとするひたむきな姿があります。その様子に一喜一憂しな

がら寄り添う保護者の姿や暮らしがあり、それをさらに厚く支えようと、さまざまな人がそれぞれの

立場で“だれかのために”と懸命に考え、法が変わり、制度が変わり、手探りしながら仕組みが育っ

ていきます。その中で、『教育』の立場で我々教職員もまた、微力ながらやるべきこと、やれることを

たくさんの人たちと共に考え、熱を注いだ時間が、少しでも多く子どもたちの成長の糧として届いて

いれば幸いです。 

 いよいよ今年も卒業の季節。｢よく学び より鍛え そしてよりよく挑め｣と声をかけ続けた子ども

たちが学び舎を巣立ち、次のステージに踏み出していきます。まずは、心から｢おめでとう」。そして、

何よりもそのひたむきさを最大の力に、これから出会う人、関わる人を理解者・協力者・支援者とし

ていっぱい味方につけながら、共生社会の一翼を担い、自分らしく道を切り開いていってくれること

を祈ります。そして、自分も“こうありたいな”とずっと大切にしている、ボブ・マーリー(ミュージ

シャン、1945～1981)が残した言葉を贈ります。 

 

 

『 Love the life you live. Live the life you love. 

～自分の生きる人生を愛せ。自分の愛する人生を生きよ。～ 』 

 

 

 結びになりましたが、今年度も本校教育にたくさん御理解、御支援いただいた保護者の皆様、地域

の皆様、関係機関の皆様に心より感謝申し上げ、御挨拶とします。 

校長  山本 直之 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部｢６年生を送る会｣ 

３月５日(水)に、高等部集会で｢卒業生を送る会｣を実施しました。３年生は一人一人、卒業後の進

路や頑張りたいことについての決意発表をしたり、これまでの思い出ムービーを見て振り返りをした

りしました。１・２年生は３年生の堂々とした発表の姿や言葉から、自分たちの１年後、２年後の姿

を想像し、卒業に対するイメージをもつ場として、真剣な眼差しで見たり聞いたりしていました。 

最後には音楽部による、｢♪365 日の紙飛行機｣のハンドベルと、｢♪アイドル｣のダンス発表で大盛

り上がり！たくさんの拍手やみんなの笑顔で温かい雰囲気の中、21名の卒業生をお祝いする場となり

ました。 

 ３月行事予定 

18日(火) 短縮校時 個別懇談  

19日(水) 短縮校時 個別懇談 

21日(金) 修了式  短縮校時 

２月 20 日(木)に、｢６年生を送る会｣を実施しました。会場には６年生が図工で制作した様々な作品

が並び、今日の日のために１年生から５年生が心を込めて準備した巨大な壁面飾りが掲げられました。 

５年生の実行委員 14 名は、司会や挨拶、プログラムめくり、ドアの開閉などを担当して会を進めま

した。６年生９名は、｢思い出のアルバム｣と｢スライドショー｣で６年間の軌跡を振り返りました。また、

６年生は中学部進学に向けての決意と、「マット運動」｢縄跳び｣｢ダンス｣｢タブレットのパズル｣｢サッカ

ードリブル｣｢筆算｣「体操」「スイッチ操作」「風船ドライヤー」｢雑巾掛け｣など、これまでの学習でで

きるようになったことを発表しました。心温まる素晴らしい発表ばかりで、一人一人が成長した姿を披

露することができました。 

  

４月当初の行事予定 

８日(火) 始業式・短縮校時 

９日(水)  入学式・短縮校時 

10日(木) 短縮校時 

11日(金) 給食開始 

 

 

  中学部｢卒業生を送る会｣ 

２月 27 日(木)に、｢卒業生を送る会｣を開催しました。事前学習では、１・２年生は卒業を祝福する
気持ちを込めて会場の飾り付けやメッセージカードを作り、卒業生 14 名は高等部へ向けての決意発表
の内容を考えるなどの準備をしてきました。当日は、卒業生たちが３年間で成長したことや頑張ってき
たことを懐かしのスライドで振り返ったり、高等部への決意発表をしたりもしました。そしてこれまで
育ててくれた家族に向けて、｢美味しいご飯を作ってくれてありがとう。｣「いつも支えてくれてありが
とう。」などと感謝の気持ちを伝える生徒もたくさんいました。最後は全員で中孝介さんの｢♪花｣の歌
を手話付きで披露し、歌詞の意味をかみしめながら会場に歌声を響かせました。たくさんの拍手と笑顔
に包まれ、すてきな送る会となりました。 

  高等部｢卒業生を送る会｣ 


